
過疎計画（第6次変更）新旧対照整理表
（見え消しver.対応）

Ｎｏ． カテゴリー 修正前 修正後 頁
(見え消しver.）

地区

1 基本的な事項 特に、梨や生乳、鶏卵については 特に、生乳、鶏卵については 4 豊北

2 基本的な事項
令和２年の水揚量は８２９トン（下関市水産統
計年報）で、

令和６年の水揚量は１，５５３トン（下関市水
産統計年報）で、

4 全地区

3 基本的な事項 タマネギ、サトイモ、キャベツ等の露地栽培
タマネギ、サトイモ、キャベツはなっこりー等
の露地栽培

4 豊浦

4 基本的な事項
沿岸漁業と養殖による令和２年の水揚量は４５
トン

沿岸漁業と養殖による令和６年の水揚量は１８
トン

4 豊浦

5 基本的な事項
また、黒井漁協では養殖タイ、アジの観光釣り
堀を行っています。

削除 4 豊浦

6 基本的な事項

外観は大小さまざまな三角形で構成され、独特
の凹凸や傾斜によって周囲の建物や山とのボ
リューム感の調和を図った建築物です。豊浦地
域の観光案内とともに、地域資源を生かした多
彩な交流イベントを開催しており、地域間交流
を担う施設として多くの方が訪れています。

さらに令和５年度からは、「豊浦地域［川棚温
泉エリア］再生計画」の一環として、同じく隈
研吾氏の設計のもと、令和６年度に「下関市川
棚温泉癒やしの庭」、令和７年度に「リフレッ
シュパーク豊浦野外ステージ」が設置されまし
た。これらの施設の整備により、川棚温泉エリ
アのデザイン面での一体性が一層高まり、多く
の方が訪れています。また、SNSでの配信にお
いても隈研吾氏に関する投稿は反響が大きく、
関心の高さをうかがえます。

4 豊浦

7 基本的な事項
道の駅「蛍街道西ノ市」等、地域の全ての集客
施設が密接な連携を図り、

道の駅「蛍街道西ノ市」等、地域の全ての集
客・交流施設が密接な連携を図り、

5 豊田

8 基本的な事項

地域住民の清掃活動等による環境美化への取組
が実を結び、近年ではホタルの生息数も増加の
傾向にあります。このように、地域・事業者・
市民が一体となり、

地域住民の清掃活動等による環境美化への取組
など、地域・事業者・市民が一体となり、

5 豊田

9 基本的な事項

リフレッシュパーク豊浦や川棚温泉交流セン
ターの整備により、交流人口の拡大を推進して
いるところですが、近年の観光需要の変化によ
り観光客数は年々減少し、それに伴い旅館の数
も減少しており、観光地としての賑わいは失わ
れつつあります。こうした状況を打開し、かつ
ての賑わいを取り戻すべく、豊浦地域[川棚温泉
エリア]再生ビジョンを策定しました。

川棚温泉交流センター、リフレッシュパーク豊
浦野外ステージ、下関市川棚温泉癒しの庭の整
備により、交流人口の拡大を推進しています。
さらに近年は、ＶＲによる体験型観光やＳＮＳ
を活用した情報発信にも注力しており、観光客
数は年々増加している一方、宿泊者数は減少傾
向にあります。滞在型の観光地としての賑わい
を取り戻すべく、公民共創のまちづくりを推進
してまいります。

6 豊浦

10 基本的な事項
地域内の参加農家４８戸、地域外入植農家１８
戸の計６６戸（令和４年３月末）が入植し

地域内の参加農家４４戸、地域外入植農家２０
戸の計６４戸（令和８年３月現在）が入植し

7 豊北

11 基本的な事項
１２社の企業誘致（繊維会社、船舶機器製作会
社、精密機器製造会社、水産加工会社等）を行
い、そのうち１０社が現在も稼働しています。

１２社の企業誘致（繊維会社、船舶機器製作会
社、精密機器製造会社、水産加工会社等）を行
い、そのうち９社が現在も稼働しています。

7 豊浦

12 基本的な事項
参考（住民基本台帳人口令和４年３月末現在）
（豊田町・豊北町・豊浦町）

参考（住民基本台帳人口令和８年４月末現在）
（豊田町・豊北町・豊浦町）

16 全地区

13 基本的な事項
過疎地域である豊田・豊北・豊浦地域は第２次
下関市総合計画の基本構想において、

過疎地域である豊田・豊北・豊浦地域は第３次
下関市総合計画の基本構想において、

21 全地区

14 基本的な事項
下関市人口ビジョン（令和元年度版）で示して
いるとおり、

下関市人口ビジョン（令和６年度版）で示して
いるとおり、

21 全地区

15 基本的な事項
地域の活力が低下しないように、第２期下関市
まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げた目標
と同様、

地域の活力が低下しないように、第３期下関市
まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げた目標
と同様、

21 全地区

16 基本的な事項 人口に関する目標 令和７年度目標指標 人口に関する目標 令和7年度実績値・目標値 22 全地区

17 ２ 移住・定住・地域間交流の促進、人材育成 移住の窓口（住まいる★下関）を設置し、
移住の相談窓口（移住定住トータルサポートセ
ンター）を設置し、

24 全地区

※過疎債充当事業の追加及び時点数値の修正のみの場合（令和4年→令和8年などの変更のみで実績値の変更なし）は割愛



過疎計画（第6次変更）新旧対照整理表
（見え消しver.対応）

Ｎｏ． カテゴリー 修正前 修正後 頁
(見え消しver.）

地区

18 ２ 移住・定住・地域間交流の促進、人材育成

そのような中で、各地域において特色ある資源
を活用した多彩な交流イベントや体験活動等を
開催し、及びＳＮＳ等により地域の魅力を発信
し、地域や地域住民との多様な関わりを持つ
「関係人口」の創出・拡大を図るとともに、社
会情勢の変化や時代のニーズに則した新しい生
活スタイルに向けた地域の受入環境整備を行
い、併せて若い世代が地域活動に参画し、新た
な担い手として地域に携わっていく仕組みづく
りが大変重要です。

そのような中で、各地域において特色ある資源
を活用した多彩な交流イベントやお試し暮らし
による体験活動等を開催しています。多様な媒
体により地域の魅力を発信して本市との関係性
を構築することで、地域と多様な関わりを持つ
「関係人口」の創出・拡大を図るとともに、社
会情勢の変化や時代のニーズに則した新しい生
活スタイルに向けた地域の受入環境整備や未利
用財産の活用を行い、併せて若い世代が地域活
動に参画し、新たな担い手として地域に携わっ
ていく仕組みづくりが重要です。

24 全地区

19 ２ 移住・定住・地域間交流の促進、人材育成

コロナ禍を契機として、地方移住に対する関心
が高まっており、本市においても移住相談件数
が年々増加しております。こうした中、移住希
望者の多様なニーズに応えるため、相談窓口の
サポート体制を充実させていくとともに、

地方移住に対する関心が高まっており、本市に
おいても移住相談件数が年々増加しておりま
す。こうした中、移住希望者の多様なニーズに
応えるため、移住定住トータルサポートセン
ターのサポート体制を充実させていくととも
に、

24 全地区

20 ２ 移住・定住・地域間交流の促進、人材育成

移住相談窓口において、移住者や地域おこし協
力隊員、移住相談者が気軽に立ち寄りコミュニ
ケーションが図れる、サロン的な「人だまり」
の空間を築き、移住者コミュニティの結節点と
なる窓口を目指し、地域で成功をおさめる卒業
隊員を一人でも多く輩出し、

同センターにおいては、関係人口の創出や地域
との橋渡しに軸足を移し、ＤＸを活用して移住
希望者のニーズに沿った支援を行います。あわ
せて、地域団体等と連携した体験の機会や、未
利用財産を活用したお試し暮らし体験施設の充
実を図ります。
 また、地域で成功をおさめる卒業隊員を一人
でも多く輩出し、

24 全地区

21 ２ 移住・定住・地域間交流の促進、人材育成
また、多様な媒体を活用し、実効性の高いプロ
モーションを実施し、

さらに、多様な媒体を活用した実効性の高いプ
ロモーションを実施し、

25 全地区

22 ２ 移住・定住・地域間交流の促進、人材育成
さらに「都市と地方での二地域居住」や「本業
と副業」、

加えて、「都市と地方での二地域居住」や「本
業と副業」、

25 全地区

23 ２ 移住・定住・地域間交流の促進、人材育成 目標指標 目標指標（基準値②、目標値②） 25 全地区

24 ３産業の振興

 豊田地域においては、農業従事者の高齢化や
第２種兼業農家の増加に対応するため、農作業
受委託組織有限会社豊田あぐりサービス、営農
組合、担い手農家を中心に、基幹農作業の受委
託を実施し、現在まで順調に拡大をしていま
す。

 豊田地域においては、高齢農家や兼業農家が
農作業受託組織（有限会社豊田あぐりサービ
ス・営農組合・担い手農家など）と連携し、農
業生産の維持や経営の継続を図っています。

26 豊田

25 ３産業の振興

 今後とも、高齢化、後継者不足の進行により
零細農家の離農や耕作放棄地の増加は、一層高
まることが予測されるため、担い手農家の育成
を始め、法人化や営農組織の設立を推進すると
ともに、農地中間管理機構の活用を含め、農地
の流動化に努める必要があります。

 今後とも、高齢化、後継者不足の進行により
零細農家の離農や耕作放棄地は増加傾向にある
ことから、担い手農家の育成を含め、農地中間
管理機構を活用した農地の流動化に努める必要
があります。

26 豊田

26 ３産業の振興

 このような状況の中、麦・大豆・そばについ
ては、土地基盤整備済みの大区画を中心に推進
しているものの、生産コスト高と価格低迷で収
益性が低いのが現状です。果樹は、豊田梨共同
出荷組合を母体とした農家が二十世紀・豊水
（梨）を中心に栽培しており、市場出荷、観光
もぎとり、宅配等直売により経営の安定を目指
していますが、近隣の生産地と競合するところ
もあり、集荷量、入園者とも横ばい状態にあり
ます。

 このような状況の中、麦・大豆については、
土地基盤整備済みの農地への作付けを推進して
いるものの、生産コスト高と価格低迷で収益性
が低いのが現状です。果樹は、豊田梨共同出荷
組合を母体とした農家が二十世紀・豊水（梨）
を中心に栽培しており、市場出荷、観光もぎと
り、宅配等直売により経営の安定を目指してい
ますが、高齢化等による閉園に伴い、集荷量、
入園者とも減少傾向にあります。

26 豊田

※過疎債充当事業の追加及び時点数値の修正のみの場合（令和4年→令和8年などの変更のみで実績値の変更なし）は割愛



過疎計画（第6次変更）新旧対照整理表
（見え消しver.対応）

Ｎｏ． カテゴリー 修正前 修正後 頁
(見え消しver.）

地区

27 ３産業の振興

 また、畜産では、令和４年２月現在、乳用牛
５６頭、肉用牛３０３頭が飼養されています。
肥育牛については、頭数が少ないため、産地と
しての体制が取れていないのが現状であり、今
後は、産地化のための体制整備が必要です。乳
用牛については、環境問題等への対応に加え、
高齢化、後継者不足により農家数、飼養頭数と
もに減少してきています。

 また、畜産では、令和８年２月現在、乳用牛
６７頭、肉用牛２３３頭が飼養されています。
肥育牛については、頭数が少ないため、産地と
しての体制が取れていないのが現状です。乳用
牛については、飼料価格が高騰している中、農
家数、飼養頭数ともに横ばい状態にあります。

26 豊田

28 ３産業の振興

 豊北地域では、中山間地域という地理的条件
から、耕作条件を改善するため、国営事業を始
め、県営・団体営・山村振興対策・新農業構造
改善事業等により整備を進めてきました。整備
を実施した水田は１,１２４haで、農用地水田面
積に対する整備率は６３．９％となっていま
す。

 豊北地域では、中山間地域という地理的条件
から、耕作条件を改善するため、国営事業を始
め、県営・団体営・山村振興対策・新農業構造
改善事業等により整備を進めてきました。令和
8年３月末時点、対象農地の６３．９％で整備
が実施されています。

27 豊北

29 ３産業の振興

 豊浦地域では、都市近郊型農業として水稲を
中心に、～～～、タマネギ、サトイモ、キャベ
ツ等の露地栽培による野菜生産が行われていま
す。

 豊浦地域では、都市近郊型農業として水稲を
中心に、～～～、タマネギ、はなっこりー等の
露地栽培による野菜生産が行われています。 

27 豊浦

30 ３産業の振興
 豊田地域においては、森林面積は、１３,２０
２haで豊田地域総面積の８０％を占めており、
うち９９％の１３,０３０haが民有林です。

 豊田地域においては、森林面積は、１３，０
４２haで豊田地域総面積の８０％を占めてお
り、うち９９％の１２，８７０haが民有林で
す。

27 豊田

31 ３産業の振興
 豊浦地域の森林面積は、４,８７２ha（うち国
有林１４７ha）と豊浦地域総面積の約６４％を
占めています。

 豊浦地域の森林面積は、４，８４１ha（うち
国有林１０９ha）と豊浦地域総面積の約６４％
を占めています。

28 豊浦

32 ３産業の振興

 豊田地域においては、豊田湖、木屋川、粟野
川を中心とした内水面漁業です。
 豊田湖では、冬のワカサギとヘラブナ釣りが
主体で、例年県内外から多くの釣客が訪れてい
ます。各種淡水魚数の安定を図るため、豊田湖
へはワカサギの活卵が、木屋川、粟野川へは、
アユの稚魚が放流されています。しかし、近
年、両水系ともに外来魚による食害の発生によ
り、今後、淡水魚の生態系が崩れるおそれがあ
り、深刻な問題となっています。

 豊田地域においては、豊田湖での、冬のワカ
サギとヘラブナ釣りが主体で、例年県内外から
多くの釣客が訪れています。

28 豊田

33 ３産業の振興

 豊北地域においては、沿岸漁業を主体とし、
～～～組合員数は平成２７年の９４８人から令
和２年は８１５人であり、１３３人の減となっ
ています。また、６０歳以上の組合員数は、令
和２年において８４.９％を占めるなど、担い手
の減少だけでなく高齢化も深刻な課題となって
います。

 豊北地域においては、沿岸漁業を主体とし、
～～～組合員数は令和２年の８１５人から令和
６年は７３８人であり、７７人の減となってい
ます。また、６０歳以上の組合員数は、令和６
年において７９．５％を占めるなど、担い手の
減少だけでなく高齢化も深刻な課題となってい
ます。

28 豊北

34 ３産業の振興

 豊浦地域においては、沿岸漁業を主体とし、
～～～組合員数は平成２７年の４９６人から令
和２年は４３３人であり、６３人の減となって
います。また、６０歳以上の組合員数は令和２
年において８５.９％を占めるなど、担い手の減
少だけでなく高齢化も深刻な課題となっていま
す。

 豊浦地域においては、沿岸漁業を主体とし、
～～～組合員数は令和２年の４３３人から令和
６年は４０３人であり、３０人の減となってい
ます。また、６０歳以上の組合員数は令和６年
において８３．０％を占めるなど、担い手の減
少だけでなく高齢化も深刻な課題となっていま
す。

28 豊浦

35 ３産業の振興

 工業は自動車部品、自転車部品、水産加工業
を中心とする中小企業が多いものの、国内外に
多くの取引がある船舶用機器を製造する事業所
や、水処理装置に適用されるイオン交換樹脂や
UF膜といった機能材の精製などを行う事業所も
あり、

 工業は水産加工業を中心とする中小企業が多
いものの、国内外に多くの取引がある船舶用機
器を製造する事業所や、水処理装置に適用され
るイオン交換樹脂やUF膜といった機能材の精製
などを行う事業所、介護用食品や栄養補助食品
などを製造する事業所もあり、

29 豊浦

36 ３産業の振興

 温泉施設については、道の駅を含め３箇所あ
り、最も規模の大きい一の俣温泉は、２軒の旅
館・ホテルが営業し、多くの観光客や湯治客が
利用しています。

 温泉は、とろとろ泉質の美肌の湯として知ら
れる西の市温泉（道の駅）と一の俣温泉があ
り、多くの観光客や湯治客が利用しています。

30 豊田

※過疎債充当事業の追加及び時点数値の修正のみの場合（令和4年→令和8年などの変更のみで実績値の変更なし）は割愛



過疎計画（第6次変更）新旧対照整理表
（見え消しver.対応）

Ｎｏ． カテゴリー 修正前 修正後 頁
(見え消しver.）

地区

37 ３産業の振興

 平成１６年１２月にオープンした道の駅｢蛍
街道西ノ市」は、近年の年間利用者数が５０万
人台と減少傾向にありますが、豊田地域の農林
産品を販売する野菜市施設や物販施設を始め、

 平成１６年１２月にオープンした道の駅｢蛍
街道西ノ市」は、豊田地域の農林産品を販売す
る野菜市施設や物販施設を始め、

31 豊田

38 ３産業の振興

土井ヶ浜遺跡については、弥生時代前期の顕著
な遺跡として広く紹介するため、平成５年度
に、土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアムを整備
したほか、

土井ヶ浜遺跡については、弥生時代前期から中
期の顕著な遺跡として広く紹介するため、平成
５年度に、土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム
を整備したほか、

31 豊北

39 ３産業の振興

 また、隈研吾氏の設計による観光交流施設
「川棚温泉交流センター」が平成２２年に設置
され、豊浦地域の観光案内とともに、地域資源
を生かした多彩な交流イベントを開催してお
り、地域間交流を担う施設として多くの方が訪
れています。

 また、豊浦地域には隈研吾氏が設計した施設
が多く存在し、平成２２年に設置された「川棚
温泉交流センター」に続き、「下関市川棚温泉
癒やしの庭」を令和６年度に、「リフレッシュ
パーク豊浦野外ステージ」を令和７年度に新た
に設置し、温泉や自然などの地域資源を活かし
た観光交流施設として注目を集めています。

32 豊浦

40 ３産業の振興

 さらに、豊浦地域と川棚温泉エリアにかつて
の賑わいを取り戻すため、豊浦地域［川棚温泉
エリア］再生計画プロジェクト会議で検討を重
ね、令和４年３月には豊浦地域［川棚温泉エリ
ア］再生ビジョンを策定しました。これを踏ま
えて、豊浦地域［川棚温泉エリア］再生事業と
して、川棚温泉を中心にさまざまな事業を展開
して、その波及効果を豊浦地域全体にもたらす
ことで地域を活性化させ、まちの賑わいを創出
していくこととしております。

 さらに、豊浦地域と川棚温泉エリアにかつて
の賑わいを取り戻すため、「豊浦地域［川棚温
泉エリア］再生計画プロジェクト会議」で検討
を重ね、令和４年３月に「豊浦地域［川棚温泉
エリア］再生ビジョン」を策定しました。これ
を踏まえて、令和５年度からの３年間で「豊浦
地域［川棚温泉エリア］再生事業」を実施し、
各施設の整備に加え、イベントへの補助、温泉
パンフレットの作成、ＶＲ・ＳＮＳの効果的活
用による観光資源のＰＲなど、多角的に地域活
性化に取り組んでまいりました。
 これらの実績を活かし、令和８年度からは公
民共創のまちづくりを推進するとともに、さら
なる地域資源の発掘と利活用を通じて、まちの
賑わいを創出していくこととしております。

32 豊浦

41 ３産業の振興 目標指標 目標指標（基準値②、目標値②） 34 全地区

42 ４地域における情報化

豊田地域では、防災・防犯情報、行政や身近な
生活情報等をスマートフォン等の情報端末へ発
信できるアプリケーション「結ネット」を導入
し、令和３年に運用を開始しました。今後啓発
に努め、利用者の増加と内容の充実を図る必要
があります。

削除 42 豊田

43 ４地域における情報化 目標指標 目標指標（基準値②、目標値②） 42 全地区

44 ５交通施設の整備、交通手段の確保

 市道については、令和４年４月１日現在、路
線数が多く実延長も長いことから、改良率も  
５１.３％と低くなっており、舗装率は９２.
９％となっています。

 市道については、令和７年４月１日現在、路
線数が多く実延長も長いことから、改良率も５
１．４％と低くなっており、舗装率は９３．
０％となっています。

45 豊北

45 ５交通施設の整備、交通手段の確保

 豊浦地域では、主要な幹線道路として、～～
～市道が枝葉状に広がり、５２３路線、総延長
１８７.６kmにより道路網を構成しています。

 豊浦地域では、主要な幹線道路として、～～
～市道が枝葉状に広がり、５２８路線、総延長
１８８．９kmにより道路網を構成しています。

45 豊浦

46 ５交通施設の整備、交通手段の確保

 豊田地域においては、令和４年４月１日現
在、２社の民間バス事業者が路線バスの運行を
行っており、１社が市内他地域及び市外を結ぶ
９路線を運行し、もう１社が廃止路線代替とし
て地域内２路線と市内他地域及び市外を結ぶ１
０路線を運行しています。また、市が生活バス
により地域内４路線のデマンド型区域運行を
行っています。

 豊田地域においては、令和８年４月１日現
在、２社の民間バス事業者が路線バスの運行を
行っており、１社が市内他地域及び市外を結ぶ
５路線を運行し、もう１社が廃止路線代替とし
て地域内１路線と市内他地域及び市外を結ぶ１
０路線を運行しています。また、市が生活バス
によりデマンド型区域運行を行っています。

45 豊田

※過疎債充当事業の追加及び時点数値の修正のみの場合（令和4年→令和8年などの変更のみで実績値の変更なし）は割愛



過疎計画（第6次変更）新旧対照整理表
（見え消しver.対応）

Ｎｏ． カテゴリー 修正前 修正後 頁
(見え消しver.）

地区

47 ５交通施設の整備、交通手段の確保

 バス交通について、民間バス事業者が廃止路
線代替として鉄道及び主要な集落を結ぶ地域内
８路線と市内他地域を結ぶ１０路線を運行して
おり、市が生活バスにより地域内２路線の路線
定期運行を行っています。

バス交通について、民間バス事業者が廃止路線
代替として鉄道及び主要な集落を結ぶ地域内１
３路線と市内他地域を結ぶ９路線を運行してお
り、市が生活バスにより地域内２路線の路線定
期運行を行っています。

46 豊北

48 ５交通施設の整備、交通手段の確保

 バス交通については、２社の民間バス事業者
が路線バスの運行を行っており、１社が市内他
地域を結ぶ１路線を運行し、もう１社が廃止路
線代替として地域内３路線と市内他地域を結ぶ
１路線を運行しています。また、市が生活バス
により、他地域と結ぶ２路線の運行を行ってい
ます。

 バス交通については、２社の民間バス事業者
が路線バスの運行を行っており、１社が市内他
地域を結ぶ２路線を運行し、もう１社が廃止路
線代替として地域内６路線と市内他地域を結ぶ
５路線を運行しています。また、市が運行する
生活バスが他地域から乗り入れています。

46 豊浦

49 ５交通施設の整備、交通手段の確保 目標指標 目標指標（基準値②、目標値②） 47 全地区
50 6生活環境の整備 目標指標 目標指標（基準値②、目標値②） 52 全地区

51
7子育て環境の確保、高齢者
等の保険及び福祉の向上及び
増進

 人口の減少、少子化、女性の社会進出が急激
に進む中、次代を担う子どもたちが健全に生ま
れ育つ環境づくりがますます重要となっていま
す。

人口の減少、少子化が急激に進む中、次代を担
う子どもたちが健全に生まれ育つ環境づくりが
ますます重要となっています。

57 全地区

52
7子育て環境の確保、高齢者
等の保険及び福祉の向上及び
増進

就学前の子どもに関する教育・保育施設につい
ては～～～、豊田地域では２箇所、豊北地域で
は１箇所、豊浦地域では２箇所となっていま
す。また、社会福祉法人の認定こども園（幼保
連携型認定こども園）が豊北地域で１箇所、公
私立の保育所が豊浦地域で各１箇所となってい
ます。

就学前の子どもに関する教育・保育施設につい
ては～～～、豊田地域では２箇所、豊浦地域で
は２箇所となっています。また、社会福祉法人
の認定こども園（公私連携幼保連携型認定こど
も園）が豊北地域で１箇所、公私立の保育所が
豊浦地域で各１箇所となっています。

57 豊北

53
7子育て環境の確保、高齢者
等の保険及び福祉の向上及び
増進

目標指標 目標指標（基準値②、目標値②） 58 全地区

54 8医療の確保
 下関市立豊田中央病院は、病床数７１床（一
般病床６０床（うち地域包括ケア病床１５
床）、療養病床１１床（休棟中））を有し、

 下関市立豊田中央病院は、病床数７１床（一
般病床６０床（うち地域包括ケア病床２２
床）、療養病床１１床（休棟中））を有し、

61 豊田

55 8医療の確保

 豊北地域では、医療施設は、下関市立角島診
療所及び下関市島戸診療所のほか民間病院１施
設、民間診療所４施設があり、歯科については
民間診療所４施設があります。

豊北地域では、医療施設は、下関市立角島診療
所及び下関市島戸診療所のほか、民間診療所４
施設があり、歯科については民間診療所2施設
があります。

61 豊北

56 8医療の確保 目標指標 目標指標（基準値②、目標値②） 62 全地区

57 9教育の振興

 豊田地域では、小学校児童数は平成２７年度
の２５０人が令和４年度には１４６人と１０４
人減少し、小学校の統合により令和４年４月１
日現在、２校となり内１校は複式学級となって
います。中学校は、平成２４年４月に統合して
１校となりました。生徒数は、平成２７年度の
１３７人が令和４年度には９０人と４７人減少
しています。

 豊田地域の小学校は２校で、児童数は平成２
７年度の２５０人から令和７年度現在で１０５
人に減少しています。中学校は１校で、生徒数
は平成２７年度の１３７人から令和７年度現在
で５９人に減少しています。

64 豊田

58 9教育の振興
 また、給食調理場については、地域内の小中
学校３校に地場産の食材を取り入れた～

 また、学校給食共同調理場については、地域
内の小中学校３校に地場産の食材を取り入れた
～

64 豊田

59 9教育の振興

 豊北地域では、小学校児童数は平成１６年度
の５０１人から令和４年度の１７５人と半数以
下に減少し、～～～、令和４年度の学校規模と
しては、７クラス（うち２クラス特別支援学
級）１１３人で、生徒数の減少が続いていま
す。

 豊北地域では、小学校児童数は平成１６年度
の５０１人から令和４年度の１７５人と半数以
下に減少し、～～～、令和８年度の学校規模と
しては、５クラス（うち２クラス特別支援学
級）７９人で、生徒数の減少が続いています。

64 豊北

※過疎債充当事業の追加及び時点数値の修正のみの場合（令和4年→令和8年などの変更のみで実績値の変更なし）は割愛



過疎計画（第6次変更）新旧対照整理表
（見え消しver.対応）

Ｎｏ． カテゴリー 修正前 修正後 頁
(見え消しver.）

地区

60 9教育の振興

 豊浦地域の小学校は５校で、児童数は平成２
７年度の７５４人から令和４年度現在で６０４
人に減少しています。中学校は２校で、生徒数
は平成２７年度の３９４人から令和４年度現在
で３６９人に減少しています。

 豊浦地域の小学校は５校で、児童数は平成２
７年度の７５４人から令和７年度現在で５２１
人に減少しています。中学校は２校で、生徒数
は平成２７年度の３９４人から令和７年度現在
で３０８人に減少しています。

64 豊浦

61 9教育の振興

令和２年１１月に策定された「第３期下関市立
学校適正規模・適正配置基本計画」に沿って、
よりよい教育環境の実現に努めていく必要があ
ります。

令和７年８月に策定された「第４期下関市立学
校適正規模・適正配置基本計画」に沿って、

64 全地区

62 9教育の振興
 本地域では、「一人 一スポーツ」を実現する
ため、これまで、武道館、テニスコート等の整
備を進めるとともに、

本地域では、武道館、テニスコート等の整備を
進めるとともに、

65 豊田

63 9教育の振興

 豊田地域の豊田下地区では、～～～しまし
た。１号認定子どもの利用定員１０人に対し在
園児８人、２号・３号認定子どもの利用定員６
０人に対し在園児４０人（令和４年３月現在）
で運営を行っています。

 豊田地域の豊田下地区では、～～～しまし
た。１号認定子どもの利用定員１０人に対し在
園児１人、２号・３号認定子どもの利用定員６
０人に対し在園児３０人（令和８年３月現在）
で運営を行っています。

66 豊田

64 9教育の振興

当園は、１号認定子どもの利用定員１０人に対
し在園児１１人、２号・３号認定子どもの利用
定員６０人に対し在園児４２人（令和４年３月
現在）で運営を行っており、

当園は、１号認定子どもの利用定員１０人に対
し在園児２人、２号・３号認定子どもの利用定
員６０人に対し在園児３２人（令和８年３月現
在）で運営を行っており、

66 豊田

65 9教育の振興

 豊北地域では、～～～幼保連携型認定こども
園に移行しました。当園は、１号認定子どもの
利用定員１５人に対し在園児５人、２号・３号
認定子どもの利用定員４５人に対し在園児４６
人（令和４年３月現在）で運営を行っており、
子育て支援センターを併設し、孤立しがちな在
宅保育を支援するとともに、家庭との連携を
図っています。

 豊北地域では、～～～幼保連携型認定こども
園に移行しました。その後、豊北地域の就学前
施設一園化の協議が進み、令和８年４月に私立
の認定こども園と統合し、公私連携による認定
こども園「豊北きらきらこども園（社会福祉法
人が運営）」が開設されました。当園は、１号
認定子どもの利用定員１０人に対し在園児９
人、２号・３号認定子どもの利用定員６０人に
対し在園児５８人（令和８年４月現在）で運営
を行っており、子育て支援センターを併設し、
孤立しがちな在宅保育を支援するとともに、家
庭との連携を図っています。

66 豊北

66 9教育の振興

 豊浦地域の川棚地区では、～～～当園は、１
号認定子どもの利用定員６０人に対し在園児２
５人、２号・３号認定子どもの利用定員１４５
人に対し在園児１４４人（令和４年３月現在）
で運営を行っており、～～～当園は、１号認定
子どもの利用定員２０人に対し在園児１９人、
２号・３号認定子どもの利用定員９０人に対し
在園児７９人（令和４年３月現在）で運営を
行っています。

 豊浦地域の川棚地区では、～～～当園は、１
号認定子どもの利用定員６０人に対し在園児７
人、２号・３号認定子どもの利用定員１４５人
に対し在園児１３４人（令和８年３月現在）で
運営を行っており、～～～当園は、１号認定子
どもの利用定員２０人に対し在園児６人、２
号・３号認定子どもの利用定員９０人に対し在
園児８０人（令和８年３月現在）で運営を行っ
ています。

67 豊浦

67 9教育の振興 目標指標 目標指標（基準値②、目標値②） 68 全地区

68 10集落の整備

 豊田地域の自治会は、５地区に区分され、３
５自治会で構成されています。
 自治会の規模としては、大きいものでは３２
０世帯、小さいものでは９世帯と格差があり、
多くの自治会は２０世帯から８０世帯までで構
成されています。

 豊田地域の自治会は、５地区に区分され、３
４自治会で構成されています。
自治会の規模としては、大きいものでは２９０
世帯、小さいものでは１５世帯と格差があり、
多くの自治会は２０世帯から８０世帯までで構
成されています。

73 豊田

69 10集落の整備

 豊北地域の自治会は、７地区に区分され、９
９自治会で構成されています。
 自治会の規模としては、大きいものでは１９
１世帯、小さいものでは８世帯と格差があり、
多くの自治会は２０世帯から６０世帯までで構
成されています。

 豊北地域の自治会は、７地区に区分され、９
９自治会で構成されています。
 自治会の規模としては、大きいものでは１７
０世帯、小さいものでは７世帯と格差があり、
多くの自治会は２０世帯から６０世帯までで構
成されています。

73 豊北

※過疎債充当事業の追加及び時点数値の修正のみの場合（令和4年→令和8年などの変更のみで実績値の変更なし）は割愛



過疎計画（第6次変更）新旧対照整理表
（見え消しver.対応）

Ｎｏ． カテゴリー 修正前 修正後 頁
(見え消しver.）

地区

70 10集落の整備

 豊浦地域の自治会は、５地区に区分され、９
０自治会で構成されています。
 自治会の規模としては、大きいものでは２７
５世帯、小さいものでは３世帯と格差があり、
多くの自治会は２０世帯から６０世帯までで構
成されています。

 豊浦地域の自治会は、５地区に区分され、９
０自治会で構成されています。
 自治会の規模としては、大きいものでは２８
０世帯、小さいものでは２世帯と格差があり、
多くの自治会は２０世帯から６０世帯までで構
成されています。

73 豊浦

71 11地域文化の振興等

 民俗学部門でも豊北歴史民俗資料館保管の民
俗資料(民具)のデジタルデータベースを作成し
てきました。また、地域内に残る民俗芸能、民
俗行事(祭り・儀礼)、民俗技術の映像記録事業
を行い、豊北歴史民俗資料館(旧滝部小学校本
館・県指定文化財)の保存修理を行い、地域に残
る文化財を活用した市民参画による資料館づく
りを実践してきました。

 民俗学部門でも豊北歴史民俗資料館保管の民
俗資料(民具)のデジタルデータベースを作成し
てきました。また、地域内に残る民俗芸能、民
俗行事(祭り・儀礼)、民俗技術の映像記録事業
を行いました。失われつつある民俗資料を後世
に残すため、地域の民具資料の収集と保管、民
俗芸能や民俗行事(祭り・儀礼)、民俗技術の調
査研究を継続しています。

75 豊北

72 11地域文化の振興等
追加）
 各地域に立地する歴史資産や文化施設等を活
用し、多様な交流・賑わい創出を目指します。

76 豊北

73 11地域文化の振興等 目標指標 目標指標（基準値②、目標値②） 77 全地区

※過疎債充当事業の追加及び時点数値の修正のみの場合（令和4年→令和8年などの変更のみで実績値の変更なし）は割愛


